
 

 
 

 

ソフトテニス部交流会ａｔ琴似中学屋外グラウンド 
 10 月 15 日 日曜日、おやじの会対琴似中学運動部との交流戦第 3 ラウンド「ソフトテニス部交流会」が、 
まずまずの天候に恵まれ、例年通にダブルス戦で実施されました（Ａコート 対１年生、Ｂコート 対 2 年生、 
２ゲーム先取）。参加者は、おやじさん 15 名、おかあさん 2 名でした。3 年生がおやじチームで参加しました。 

  
後列左から：後藤さん、奥井先生、小林さん、池田さん、 

石田さん、小野さん 

前列左から：宮西さん、加藤さん、河本さん、太田さん、 

      長屋さん 

・ 試合開始前の整列です （1・2 年生） 
3 年生はおやじチーム側に整列しました。 

試合前のトス左 後藤さん、右 石井さん 琴中ＯＢペア左 長屋さん、右 若本 左 石田さん、右 後藤さんペア 

チームキャプテン河本さんのスマッシュ 奥井先生のロビング？ 池田さんのバックハンド 
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■ 試合結果は：おやじの会チームの 19 勝 9 負でした。 
■ 試合後、ソフトテニス部のおかあさんたちが調理されました豚汁会食がありました（おやじ畑のじゃが芋入） 

3 階 調理室向かいの教室で豚汁を 

ご馳走になりました。 

2・3 年生が一緒の教室で、1 年生が

隣の教室で父母と一緒に食べました

会食後、参加者全員が調理室に集合し、

テニス部主将の挨拶がありました。 

■ 河本さんのレポートです： 
 天気がきがかりな中、おやじ達・ソフトテニス部の念が通じたのか？前半は曇空でしたが、後半は秋晴れの中楽しく試合が出来ました。ソフトテニス部のレベルの高い対戦 

の中結果は、28試合中おやじチーム19勝、ソフトテニス部9勝と昨年に続き勝ちました。おやじチームも年々 進化しレベルアップを感じさせるプレーが随所に見られました。 

テニス初体験のＯ田さんのガッツ溢れるプレー、経験を感じさせるＵ田さんのショット、粘りのＯ野・Ｋ林ペアのプレー等他にも書き尽くせない程好プレーの連続でした。 

試合後、ソフトテニス部と恒例の豚汁会を開催。おやじの会で収穫したじゃがいもの入った豚汁を堪能。みごと完食となりました。来年も無理をせず楽しくプレーしましょう。 

 

●試合終了後の集合写真です 
■ ソフトテニス部スポンサー高橋先生のレポートです：  
天候が心配されたのですが、みんなの気持ちが雨天を吹き飛ばし、午後には暖かい日差しの中で交流会を行うことができました。おやじの会のみなさんもたくさん集まっていた

だき、生徒もたくさん試合ができて喜んでいました。「ヨッシャー！！」「うおーーー」と1本決まるたびに雄たけびを上げ、盛り上がった男子。先輩（3年生）に勝ったと大喜

びの1,2年生。「どんまい、どんまい、○○」と応援で盛り上がるおやじの会のみなさん。そして、お昼には、お母さん方が作ってくださった「豚汁」。とても楽しく過ごせた 

一日でした。また、来年度もよろしくお願いいたします。 

■ ソフトテニス部 現主将 2 年生 広富さんのレポートです： 
こんにちは。15 日のおやじの会ではお世話になりました。昨年と同じく私達が負けてしまいました。まだ初心者の方が何人かいたにもかかわらず負けてしまい、自分達の力が

全然たりないことがわかりました。もうすぐ冬になり、コートが使えなくなって中での筋トレ練習になります。筋トレも大切な練習の1つなので真剣に取り組みたいです。 

そして、来年の中体連では部の目標である「全道大会出場」を達成できるように頑張っていきたいと思います。今年の1年生は、上手な人が多いので来年のおやじの会の時には

今年よりももっと苦戦すると思います。そのことについてはよろしくお願いします。15日は、本当に楽しかったです。ありがとうございました。 

■ ソフトテニス部 前副主将 3 年生 小倉さんのレポートです： 

私は十月十五日に行われた「親父の会・ソフトテニス部交流会」に参加しました。今年は去年とは違って、琴中ソフトテニス部としてではなく、親父の会として試合をしました。

試合をしてみたら、しばらくラケットを握っていないせいなのか、私自身の結果は二勝二敗でした。でも、他のメンバーや親父の会の方々 が勝ってくれたので、全体的の結果は

親父の会の勝利でした。部活自体は引退以来でとても久しぶりだったので、楽しかったです。その後は、保護者のお母さん達が作ってくれた豚汁を食べました。 

とてもおいしかったです。最後に、交流会を開いてくれた保護者の方々 、ありがとうございました。 

編集後記  おやじの畑で収穫されたじゃが芋も、今年はソフトテニス部交流会で大活躍できて、さぞ喜んでいることでしょう。 

原稿をお寄せいただきました皆様ありがとうございます。（誤字・脱字がありましたらご容赦を） （Ｗ記） 
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